
１ 本市を取り巻く状況

まちづくり基本構想シンポジウム資料

人口減少や世帯構成の変化、ライフス
タイルの多様化などによって、地域内の
つながりの希薄化が懸念されています。

一方で、防災や地域福祉、教育など、
多くの分野で、支え合いなど地域のつな
がりが果たす役割がますます重要になっ
ています。
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２ 釧路市の経験（域内循環）

市民や企業が必要なモノ
をなるべく地域内（小さく
は市内、大きくはひがし北
海道）の地元企業から購
入・調達を図ることで、地
元企業の収益を支えるとと
もに、お金の循環を促し、
地域全体の財の流出を防止
し、地域経済の体力を蓄え
ていく取り組み。

域内循環と外から稼ぐ力

地域のつながりを生
かすことで、域内循環
を推進するとともに、
地域の資源、技術など
を磨くことで「外から
稼ぐ力」を醸成し、持
続的な発展を目指して
いく。

財を地域全体
から逃がさない企
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行
政
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テーマを共有

地元消費者・企業など
の声を商品づくりに生か
すことで、受注する地元
企業の商品や技術を向上
させ、地域の企業、技
術、人材のつながりを強
化。
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人と人のつながりは希薄
になりがち・・・

例えば、災害時には、住
民同士や企業と連携する
など地域内で助け合うこ
とが重要

地域内のつながりや
信頼関係を再認識
し、構築すべき時

人と人のつながりは、何もないところに突然築かれるものではあり
ません。
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取り巻く状況

人口減少 核家族化

様々な価値観 高齢者単身世帯の増加

ライフスタイルの多様化

釧路市では、市が自らの力で経済の活性化を図ることが大切だと考え、釧路が持つ優れた
地域資源を強みとして生かし、産業間の連携を深めるなど、地域の資源、技術、雇用、消費
をしっかりと結びつけ、地域内でお互いに買い支える「域内循環」に取り組んでいます。

また、域内循環は釧路市域だけの閉ざされた経済活性化策ではありません。「市域で賄え
ないものは管内との連携で、管内で賄えないものは釧路根室圏との連帯、さらには東北海道
との連帯」を視野に入れ、ヒト、カネ、モノが交流する生産や消費活動を高める取り組みを
進めています。

域内循環の経験を生かし、同じ課題や
目的に取り組むなど、日常的な活動の中
からつながりや信頼関係を築くことを目
指し、市のまちづくりの最上位の指針に
位置付けます。
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「域内連関」とは、地域内の様々な主体がテーマを共有し、それ
ぞれの強みや地域資源を生かしながら、付加価値の創造や地域課題
の解決に向けて行動する考え方です。

域内連関に取り組むことで、地域のつながりや信頼関係は一層強
まり、観光産業や地域のコミュニティ、防災、福祉など様々な分野
に大きな力を発揮します。

・ 釧路市が考える「地域内」は、釧路市内を基本とし、広域的視点からはひがし北海道を
想定しています。

・ 共有するテーマによって、連関する対象は様々な可能性があります。
・ 域内連関は、無理をして行うのではなく、それぞれができることを考えることが重要です。

【域内連関のイメージ】

３ 域内連関への挑戦

いきないれんかん

域内連関は、持続可能な「みらい」にむけて、「まち」「ひと」のつな
がりを強め、地域の力を結集するための理念です。

未来を担う子どもを育てる

子どもを育てるテーマにおいては・・・

観光振興により
地域経済を活性化する

様々な主体が連関するとともに、
地域資源を活用

観光振興に取り組むテーマにおいては・・・

裾野の広い観光産業を実現し、
外から稼いだ財を地域で循環

テーマを共有し、共に行動

地域のつながり、信頼関係の強化

持続可能な地域社会へ

災害や社会、経済の変化に
立ち向かうための力が生まれる

【域内連関の仕組み】

出生から自立までを見据えて、
様々な主体が連関

地域一体で担い手を育成すること
で地域への愛着も醸成


